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梅雨の長期予報法＊
　（マーカスの高層資料による）

根 山 芳 晴纏

概　　　要

　筆者の梅雨の長期予報法についての論文1）2）3）4）5）の中

から，具体的に行う方法とルーチン・ワークとして行っ

た1959年の梅雨予想の実証とを述べ，この方法の有効性

について強調したい．

　1・　予想法則

　ここで述べる方法については，使用する資料をできる

だけ客観的に決定できるように配慮してある（第1表）．

　2・資　　　料

　（A）　T一曲線

毎日21時の（1956年以前は0時）マーカスの圏界面高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表　予

度を求め，それらを結んだ曲線で，多重圏界面の場合に

は，筆者がそれぞれ状態曲線を描き下図のように決定し

　　→鰯　　　　　◎牟・・霧嚇r・圃価

　　　　　　　　　　　第1図

た．ただし1958年以前のものについては，Aerological

data　of　Japanに掲載された圏界面を用い，とくに筆者

の定義した圏界面に合致しないものは，状態曲線を描い

一報　　則

予想対象

④入　　梅＝

⑧出　梅＝

◎吉体降雨一

⑪青躾評

　　　ノク　　　　ニ

⑭陰性梅雨二

⑭陽性梅雨二

◎から梅雨二

⑪撫蟹の一

　500mm以上

①〃　　　ニ
　500mm以下

使用するマーカスの資料

一／雲翻、風向

＝18kmの風速

一｛催蜷．風向二

一｛繍翫．線

二18kmの風速　　　一

＝＝18kmの風

＝＝　　ノク

〃

「

＝18kmの風

〃

目安（前駆現象）または方法
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て求めなお「した．

　（b）主体降雨日

　西日本全般を対象として，各地の降雨状況から求めた

一連続降雨の西日本での中心となる日のことで，例えば

　　　　　　　　　　　　　　　　　、天気”7．2．



梅雨の長期予報法
i数日間連続降雨の揚合には，各地ごとに日雨量の最も多

い・しかも降雨経続時間の最も長い日として，各地の主

体降雨日を求め，それらを平均したものである．本論で

の検討には，便宜上西日本の大体東西方向にみて真中に

あたる広島について，その付近を含めた雨を考え，24時

日界の毎時雨量表から求めて，西日本全般にあてはまる

よう地上天気図と各地の3時，9時，15時，21時の天気

でもって補正した．

　（c）風

　マーカスでの18kmの風（21時，欠測の時は9時を

参照する）をAerological　data　of　Japanのwind

aloft　dataから求める．

　5・　検討資料図

　第2図のように1954年から58年までの5ケ年につい

て・マーカスのT一曲線と18km高度の風向風速ならぴ

に梅雨期間（31日後に対応する期間）を求め，西日本の

主体降雨日に対応すると予想されるm一曲線の極大日（こ

の日がE4yであること）を決めた．なお梅雨期間の決

定はより客観的にするため，気象庁の、気象要覧〃と，

広島県水文気象連絡協議会発行の無水文気象〃とによっ

ている．

　4・T一曲線の極大日と西日本主体降雨日の表（第2表）

　筆者の用いるT一曲線の極大日は，必ずE－1yになっ

ているという条件を充たしているもので，この極大日が

西日本の主体降雨日に対応しているとの見解をとってい

る・したがってW4yに対する日の極大日は不適当で

あり，また西日本の主体降雨日には局地性の強い雷雨の

ような降雨によるものもあるがこれは対象としていな

い．すなわち逆に西日本の主体降雨日は全部マーカスの

T一曲線の極大に対応するとの見地には立っていない．

またこの表でT一曲線の極大日に対応させてある西日本

の主体降雨日は，31日のずれ日数を考え七いるが，必ず

しも厳密に31日ではなく，±1日ぐらいの差のでている

場合も含まれている．

　5・　T一曲線の極大日と主体降雨日との検討表

　第3表でまず判ることは，梅雨期間中の主体降雨日が

T一曲線の極大日数に較べて多いことである．これは前

述のように，主体降雨の中には比較的局地に降った雷雨

等も含んでいるからであり，この予想は今後の課題とな

ろう・またずれ日数を31日として，予想の時に±1日を

許容すれば，表から判るように84％ぐらいの適中率にな

り・その精度は年により若干異なっているが1958年はと

くによいようである．

1960年2月

¢

47

脚“艶．／・∵向∵艦』新y
　　　　　　　　　　梶　　，　　　　　　　　　　　　　　　　．　テ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　ウ

　　　　　メ　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　ン　　ピ　　　　　　　　

鵬∫”　協錦鰍入、

　　　　　　　O　　　　　O　　　　　　　　　O　　O　　O　　　　　　O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u9㌻の1∫

　　胡δ　’。　’ε　範　’∫　恥伽　　？　矧　1，　4　・ア“4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

1芝．染，μ．　、　ぐ∵拓

朔驚励☆☆ゴ，、
げ　　　　　　　　　　　　　　　1　　・ん岡
　州　　ヱ｛　　3・増」　　μ　　’r　　却　　毎　　」’●‘4先　　，　　■一＋　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

’i．　∴●　．’．　1㌦．
　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●●　●　‘●
　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　あ

i撫廟塀1●●演
’∫。σ。　σ。。。　。09。0。。。マ。0。O　　。。　　　　（，9∫‘ノ

　胡’　”　　あ　一　　‘μ　　7　ノ与　　　ケ

　　　パ
講㌧1　　∴．1
－I　O　　　　　　　　x

　ル　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　ヌ　　　　ズ

灯”漏碗y・脳
　　　　　　　　　、

　　　　．．．．？レ．．．’却く醐

　　鋳ε　胎　一r　わ　ぢ　」・紗　　1　，与　’ず　ノ》

r藷！』ぐ　　♪』．．．乳・・

　　　　　　第2図　検討資料図
・…E－1y　　。…主体降雨日

×…W－1y　！／…梅雨期間（日付は31日減じてある）

　6・　梅雨の気候予想検討表

　第4表には法則の項で述べた目安によって，梅雨が陽

性か陰性かまたから梅雨であるかどうかの点について，

予想と実況とを対比させてあり，また全雨量の多少にも

ふれてある．表現法としては，陽性とは晴雨交々現われ

るしめっぼくない天候，陰性はいんうつな曇雨天の続く

いわゆるつゆ模様の天気，から梅雨は雨が少なくて晴天

15
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第2表　丁一曲線の極大日と主体降雨日の表

1958

1957

1956

1955

1954

筆者の条件に合
うT・曲線極大日

対応した西日本
の主体降雨日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

5月

10

6月

11

5月

　6

6月

　6

4月

25

27
5月

12

6月

11

5月不
　7明
6月

　6

16

17

13

12

30

30

15

15

11

10

26

25

18

17

5月

　4

6月

　2

18

18

15

14

29

29

21

22

　　不80r9
　　明

7

21

20

19

19

6月

7月

1

1

26

26

110r12不
　　　明

12

　　　不250r26
　　　明

26

22

22

8

9
6月

3
7月

3
15

16

31

29

26

26

8

7

20

21

6月

　4

7月

　5

　　　不280r29
　　　明

29

11

9
23不
　明

23

8

9
6月

　1

7月

　2

13

12

27

26

4

5

15

16

29

29

9

10

　　　不210r22
　　　明

22
6月

7月

1

1

14

14

24

25

4

3

18

17

26

27

7

6

　不20
　明

19

30不
　明

30

9

9

22

21

25

26

28

30

第3表　丁一曲線極大日と主体降雨日の検討表

1
2
差

3
4
5
6

7
差

梅雨期相当期間中の筆者の条件にあったT一曲線の極大数

梅雨期間中の全主体降雨日数

1－2

T一曲線の極大日と主体降雨日とが32日ずれて対応している数

丁一曲線の極大日と主体降雨日とが31日ずれて対応している数

丁一曲線の極大日と主体降雨日とが30日ずれて対応している数

丁一曲線の極大日と主休降雨日とが29日ずれた対応している数

3十4十5十6
1－7

1958

　6

　7

－1

2
2
2
0

6
0

1957

14

17

－3

1
6
4
2

13

1

1956

14

16

－2

14

0

1955

　8

　9

－1

0
5
2
1

8
0

1954

16

17

－1

1
8
4
3

16

0

計

57

64

－7

7
24

17

9

57

の多い天気を考えた．それに対比させる実況の方は，客

観的な決め方でなくて無意味なので，気象庁の黛気象要

覧”と広島の、水文気象”中に述べられている各月の天

気概況の中から梅雨の天候を表現している言葉をあげ

た．

　7・　1959年の梅雨予想

　図示されている資料は，すべてテレタイプで入電した

ものである．予報は次の通りである．

　5月19日発表

　　5月28日ごろからはしり梅雨で，29日ごろ雨，6月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　6日ごろ雨降るも長続きせず，6月中旬末までから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　梅雨的傾向の天気，入梅は明瞭でないが，強いてと

　　れば6日ごろらしい．

　6月1日発表

16

　6月中の天気傾向はから梅雨気味，6月下旬前半は

一時梅雨模様となりそう．主体降雨日は19日，22～

　23日，25日ごろ．

6月8日追補
不良だった資料の追補により，主体降雨日を19日，

24日ごろ，不明瞭な主体降雨日を6月11日ごろと訂

　正した．さらに7月2日，7日ごろが雨で，7日ご

　ろは比較的雨量多く，7月上旬後半は一時梅雨模様

　と予想される．

6月15日ごろ発表

　7月上旬前半の終りごろを除いては大体梅雨模様，

風速飛躍ころの11日前後が出梅と予想されるか，9

　日ごろの雨（多い）の後10日ごろ明けるが，11日の

降雨の後12日ごろになるかはよく判らないが，出梅

　　　　　　　　　　　　　　　　、天気”7．2．
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第4表　梅雨の気候予想検討表

轟
1958

6

7

1957
6

7

1956
6

7

1955
6

7

1954
6

7

目 安

W・1y出現多し
風速差小さい

E・1y・W－1y交互に出現
風速差小さい

E－1y，W・1y交互に出現W・1y，
多目，風速差小さい

前半E－1yあるも後半E－1y
連続風速差大きい

W－1yあるも概してE－1y連続
風速差大きい

〃

〃

E－1y，W－ly交互に出現
．風速差小さい

Ely連続
風速差大きい

E－1y，W－1y交互に出現
風速差大きい

E－1y連続
風速差大きい

気候的予想

から梅雨気味
雨量少し

陽性型
雨量少し

陽性型
雨量少し

前半陽性型に近いが後半
陰性の曇雨天，雨量多し

陰性の曇雨天
雨量多し

　〃
　！ク

陽性型
雨量少し

陰性型
雨量多し

陽性型
雨量多し

陰性の曇雨天
雨量多し

気水文気…象”にょる中国

地方天気実況

干天気味（1時間豪雨）
雨量少し

梅雨模様
雨量少し

暗雨交々
雨量平年並

梅雨模様（曇雨天）
雨量所により平年の2～3倍

梅雨模様（曇雨天）
雨量多し

　！ク

　〃

むし暑い陽性型
雨量平年並

　〃
　〃

暗天時に大雨
雨量多し

梅雨模様（曇雨天）
雨量多し

黙気…象要覧”による西日本
の天気実況

干天
雨量少し

雨天続く
雨量平年以下

梅雨独特の曇天多し
雨量少し

梅雨模様
雨量多し

上旬梅雨型，中旬中休み状態
下旬豪雨，雨量平年並

梅雨模様
平年型

むし暑い陽性梅雨
平年並

陽性で時々梅雨模様
1部で平年より多し

時々豪雨型
雨量多し

豪雨型梅雨
雨量多し

、水文気象”……広島県水文気象連絡協議会発行

、気…象要覧”……気象庁発行
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第3図1959年の梅雨予想
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は大体そのころ．

　結　　　論

　筆者の予想法は，31日ぐらい前から予想するのに降雨

日が±1日のずれ内で適中することは，かなり有効であ

ると自負している．さらにから梅雨などの異常現象の時

には，明瞭に他の年と異なった前駆現象が現われている

ようである．

　最後に常日頃からご指導戴いている大阪管区気象台長

大谷東平先生に深謝致します．また種々ご便宜を与えら

れた仁科広島地方気象台長ならびに藤本予報課長にもあ

わせて謝意を表します．
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気象の英語（16） 有住直介

　18．「……について，関して」のof，about，oコなど

　“…について，…に関して，”の意味を表わす前置詞は

たくさんあるが，代表的なものは，上記のof，about，

onである．これらはそれぞれ使い方を異にしていて混

同することはできない．要点だけを述べると，たとえば

to　tLink　of　a　peronは，“ある人が頭に浮ぶ”“ある

人のことを考える”という意味であり，to　think　abut

a　personは“ある人について，いろいろ考える”，こと

を表わす．to　speak　of　a　person，to　speak　about　a

personについても同じで，ofの方はある人自身が話題

になることを表わし，aboutの方は，ある人について何

かを話すことを意味する。つぎにaboutとonとの違

いであるが，onは講演，論文のときに使い，aboutは

一般的な話，記述に使う．to　speak　about　smo9では

スモヅグに関連したいろいろな話をするのだが，to

Speak　on　smogはスモッグにっいてのまとまった講演

をすることを意味する．onは題目を表わすのである．

　したがって，lecture（講義），treatise（論説），pa－

per（論文），essay（文芸的論文），article（論説），

controverSy（紙上の論争）などの後には，onを使い，

aboutは使わない．また論文の題目で，、～に関して”

という時は，“On～”として，“About～”とは書か

ない．また、～の物語，～の理論”などという場合，

story，theo■y，book，hand．一b①okなどの後にはofを

使い，onやaboutは使わない．

　元来，“about～”は“～のまわりに”，という意

味なので，～についての多方面な事柄が暗示されるが，

・‘on～”は・‘～に付着して”というのが原義なので，

～についてのまとまった話や文が暗示されるのだろう．

　aboutと同じ意味のものに，respecting，regarding，

conceming，touchingなどがある．

　この他asを使って・‘～に関しで’と炉う意味を表

わすものに，as　to～，as　for～，as　regards～，が

ある．as　for～とas　regards～は通例，文の初めに

おき，as　to～は置き場所に制限はない．as　for～に

は，指示の気持があって，as　for　me，というと，“他

の人は知らないが私に関しては”という意味を表わす．

またas　for～は主語になるものについて述べることが

多い．たとえば，As　for　me，I　am　quite　satis丘ed・

　as　to～と同じ意味，同じ使い方の前置詞句には，こ

の他にwith（in）respect　to～，withl（in）refer－

ence　to～，with（in）regard　to～，witk　relation

to～，i皿connection　with～，on　the　subject　of

～などがある．
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